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学習範囲：テキストⅡ第25課、26課、27課、28課　(30～63ページ)
　　　　　直説法テキスト　第４課、５課、６課（16～30ページ）

一、「イ形容詞＋くて」の　‘くて’は英語の　‘and ’の役割をしてぶんを接続するが、文の接続ではなく、　‘原因’　を示すこともある。それはどのような文か例を示しなさい。
二、’相変わらず’　を使っていくつか例文を作り、英訳も書きなさい。
A:お父さんは今日も仕事に行きました。 My father is working today as well.

B:相変わらずですね。                                  It is as usual.

今日も相変わらず暑いですね。　　　　It is hot today as usual.

三、「何か」「何も」「何でも」を使って簡単な例文を作りなさい。
A:何か食べますか？

　何でも言って下さい。

B:何もいりません。ありがとう。

四、（＊）最上級比較の答えには「～が一番ーです（～します）」が使われるが、「この本が一番皆に読まれています」と「この本は一番皆に読まれています」のニュアンスの違いを述べなさい。
以前の学習と同じで、助詞「が」と「は」のニュアンスの違いと考えます。助詞「が」は尋ね手が知りたい情報を「が」で示しています。例えば、誰かが、「この中でどの本が一番人気がありますか」と聞いた場合、「この本が…」の文章で答えます。逆に助詞「は」の場合は、この本は聞き手共通の話題として取り上げられているので、それについての新しい説明を聞き手に伝えていることになります。
五、「形容詞＋なる」は自動詞的用法になるが、どうして自動詞なのかその理由を述べなさい。
自動詞は目的語を取らずに主語自身で動作が完了する動詞です。「形容詞＋なる」の場合、・・・なる、となるので自動詞的な用法となる。例：部屋が明るくなる。試験問題が易しくなる。
六、「形容詞＋する」は他動詞的用法になるが、どうして他動詞的なのかその理由を述べなさい。
他動詞は動作の対象が他に及ぶもので、その対象を目的語とよぶ。「形容詞＋する」は・・・する、という形をとるため、他動詞的用法といえる。例：テレビの音が聞こえないので、ボリュームを大きくする。
七、「はい」「いいえ」が’yes’と ‘no’と逆になる場合をいくつか対話形式の例文を作って示しなさい。

A:まだ、掃除し終わってないですか。
B:はい、終わってないです。

A:日本に行った事がないですか。

B:いいえ、行った事があります。

[直接法テキストより]

八、イ形容詞の導入を3段階に分けて説明しなさい。
１．イ形容詞を絵カードにして導入する。その時に反対語も一緒に紹介する。

その後、文章でも紹介する。「この本は新しいです」
２．次に、否定形を紹介する。「この本は新しいです」をまず板書きし、その下に「この本は新しくはありません」を書いて肯定文と否定文を比較させる。

その時、新しいの「い」が、否定文では「く」新しくに変わる事を説明する。

３．最後にイ形容詞の修飾用法を説明する。「新しい」「古い」のような絵カードを使い、「これは本です」→「これは新しい本です」、「これは本です」→「この本は古いです」と説明していく。

九、ナ形容詞の導入を3段階に分けて説明しなさい。

１．p.26のナ形容詞を全て覚えさせる。絵カードでは表しにくい単語が多いため、ジェスチャーなどを含め紹介する。その後に、文章でも紹介する。

「この本は簡単です。」

２．次は否定形を教える。まず、「この本は簡単です」を板書きし、その下に「この本は簡単ではありません」を書き、肯定文と否定文との比較をする。

３．ナ形容詞の修飾用法を教える時も、イ形容詞と同じようにナ形容詞の絵カードを使って、「これは本です」→「これは簡単な本です」、「これは本です」→「これは難しい本です」と説明していく。ナ形容詞の修飾用法では、ナ形容詞の後に「な」がつくことを示す。
十、時を表す言葉を教える際にどのように導入するか、いくつか具体的な言葉を使って説明しなさい。

教師はカレンダーを用意し、「今日」「明日」「昨日」から導入していく。「今日」を教える時は、今日の日付を指し、「今日」、「明日」「昨日」も同様に示していく。曜日も月曜日から日曜日まで順々に指し示して、紹介していく。「今週・来週・先週」「今月・来月・先月」も同様に導入していく。

（＊）通常、次のような動詞「遊ぶ、泳ぐ、書く」は継続動詞に分類され、「入る、座る、乗る」のような動詞は瞬間動詞に分類される。ある動詞が継続動詞か瞬間動詞かどちらに属するか判断する時、どこにその分類の基準をおくか考えて下さい。

もう少し、考えさせて下さい。

